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大阪大学を基幹として国立 8 大学私学 2 大学、16 教育委員会の国プロ（子どもみんな
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本研究は、子どもセンターの中心事業として継続しているものである。中学 2 年生と 3
年生に対しパネル調査となる郵送での質問票調査を実施した。中学 2 年生は、例年通り 3
























今夏（8 月 15 日から 31 日まで）、子ども発達科学研究センターでは、外国人研究者招
へい事業により、オランダよりサフェルズバーグ教授（Free University Amsterdam, 
Faculty of Behavioural and Movement Sciences, Motor learning & Performance）をお迎え
した。共同研究者が一堂に会する全体会議にご出席いただき、研究の全体について国際的
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な視点からコメントをいただくことができた。
⑤学院教育への還元および地域連携




⑥ Light It UP Blue MUKOJO! ～武庫女を青く照らそう！～
学院創立 80 周年記念事業公募型採択事業として教育研究所／大学院臨床教育学研究科
／子ども発達科学研究センター主催により、国連により「世界自閉症啓発デー」と定めら
れた 4 月 2 日と、それに引き続く「発達障害啓発週間」に合わせて、マルチメディア館
前のもみの木と研究所棟を青くライトアップする「Light It Up Blue MUKOJO! ～武庫女
を青く照らそう！～」を実施した。点灯式は 4 月 2 日 18：30 より行われ、約 20 名の参
加があった。なお、ライトアップは「こうべ照明倶楽部」のメンバーである株式会社
Kirei、株式会社イースプランニングの協力を得て行った。
また、市民公開講座「発達障害の世界を感じてみよう！」を 4 月 27 日（土）に開催し
た。西宮市、兵庫県内のみならず、大阪府、京都府、滋賀県、さらに奈良県、岡山県から
も、また、当事者とそのご家族、教育関係者、支援者など様々な背景、年齢も 20 歳の本
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学ぶ会は、武庫川女子大学学術交流館 1 階会議室を利用して、おおむね月 1 回、土曜




回 日程 テーマ タイトル 担当者 参加者数
院生
参加
1 5 月11日 はじめに 子どもの発達を捉える 河合優年 16 名 1 名





中井昭夫 18 名 1 名
3 7 月13日 睡眠 自閉症スペクトラム障害はリズム
障害である ～睡眠から考える神経
発達障害～②
中井昭夫 11 名 0 名
4 9 月14日 チェックリスト 生態学的チェックリストの再検討① 河合優年 8 名 0 名
5 10月　 日 中止
6 12月14日 チェックリスト 生態学的チェックリストの再検討② 河合優年 9 名 0 名
7 1 月11日 チェックリスト 生態学的チェックリストの再検討③ 河合優年 7 名 0 名
8 2 月 8 日 生態学的チェッ
クリストの方向
性について





D11866-72001793_2019年度活動報告.indd   154 2020/07/22   15:02:52
































D11866-72001793_2019年度活動報告.indd   155 2020/07/22   15:02:52






害（ASD）の団体である Autism Speaks の報告 “Autism and Health（2013）” でも、ASD
の約半数が睡眠の問題を抱え、概日リズムに関わる遺伝子変異の確率が 2 倍あること、
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に ASD 同士の共感性などが報告されてきており、ASD は細胞から臓器、個体、そして個
体間という様々なレベルにおける「リズム障害」であり、睡眠衛生教育やメラトニンなど
によりリズム同調を改善することで、ASD の身体症状のみならず、中核症状への介入が
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「2 列目と 3 列目の見極めのポイントが分かりにくい。＜ごっこ遊び＞」、「一旦〇がつ
いても、あとの項目で×になることがある。」などが挙げられた。
概ね、2 列目は先生の声かけ、友だちの動向を見れば動ける、3 列目は大人が傍にいて
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③ 　国際セミナー：Creating adaptive athletes: The Athletic Skills Model for enhancing 










1） 中井昭夫（監）. （2019）.　発達性協調運動障害（DCD）の理解と支援　（DVD 全 2 巻／日本
語版）　丸善出版
2） 中井昭夫 （2019）.　医学・脳科学からみた DCD　辻井正次・宮原資英（監）発達性協調運動
障害［DCD］――不器用さのある子どもの理解と支援――（第 2 章）　金子書房
3） 中井昭夫 （2019）.　発達性協調運動障害の検査　下山晴彦（編集主幹）　公認心理師技法ガイ
ド――臨床の場で役立つ実践のすべて――（第 2 章 D 3））　文光堂
▶　論文
1） 片桐正敏・伊藤大幸・村山恭朗・高柳伸哉・浜田 恵・中島俊思・上宮 愛・明翫光宜・中井昭
夫・辻井正次 （2019）.　児童・思春期における発達障害特性と社会的スキルとの関係 .　LD
研究 , 28, 325-335. 
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Perceptual Bias in School-Age Children. Brain Science. 10（2）, 100.
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Neurol, 10, 717.
6） 戸次佳子・中井昭夫・榊原洋一 （2019）.　子どもの協調運動の発達と行動特性および QOL と
の関連―小学 2 年生と 5 年生を対象とした保護者記入による質問紙調査―.　チャイルドサイエ
ンス , 18 , 15-20. 
▶　学会発表
・シンポジスト
1） 中井昭夫 （2019）. 身体性から自閉スペクトラム症を捉え直す～発達性協調運動症という視点
～ .　シンポジウム「自閉スペクトラム症の本質に迫る：感覚・運動機能という新たな視点か
ら」　第 115 回日本精神神経学会　（2019 年 6 月，新潟）
・教育講演
2） 中 井 昭 夫 （2019）. 協 調 を ア セ ス メ ン ト す る 意 義 ～ Movement Assessment Battery for 
Children, 2nd Edition （M-ABC ２）を用いた臨床研究と日本語版の開発～　第 3 回日本 DCD
学会学術集会　（2019 年 4 月，長崎）
・一般演題
3） Aoki, Y.; Arimitsu, K.; Nakai, A. （2019）. Impacts of DCD and AD/HD traits on Handwriting 
Skills in the Japanese Children with Neurodevelopmental Disorders. 13th International 




5） Higashionna, T.; Tokunaga, A.; Hidaka, K.; Nakai, A.; Iwanaga, R.; Tanaka, G. （2019）. 
Differences in fine motor performance between first and second trials in children with autism 
spectrum disorder and attention deficit/hyperactivity disorder. 13th International Conference on 
Developmental Coordination Disorder （DCD-13）.      （June, 2019. Jyvaskyla, Finland）
6） 中村由紀子・河野千佳・大澤麻記・杉浦信子・小沢愉理・小沢浩・中井昭夫・北洋輔 （2019）.　
学童期の神経発達障害における M-ABC2 を用いた協調の評価　第 61 回日本小児神経学会　
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（2019 年 6 月，名古屋）
7） 信迫悟志・大住倫弘・松尾　篤・古川恵美・中井昭夫・森岡　周 （2019）.　発達性協調運動障
害の可能性を有する児の手の器用さに対する振動触覚ノイズ装置の即時効果　第 3 回日本
DCD 学会学術集会　（2019 年 4 月，長崎）
8） 岡牧郎・中井昭夫・諸岡輝子・花房香・津島靖子・花岡義行・秋山麻里・小林勝弘 （2019）.　
発達性協調運動障害を併存する発達性読み書き障害の臨床特性　第 61 回日本小児神経学会　
（2019 年 6 月，名古屋）
9） 安永正則・宮口英樹・石附智奈美・北洋輔・中井昭夫 （2019）.　不器用さを有する年長児に対
する CO-OP を用いた介入の有効性についてのパイロットスタディ　第 53 回日本作業療法学会　
（2019 年 9 月，博多）
▶　その他
1） 中井昭夫（2019 年 11 月 2 日）.　「すくすく子育て」「子どもの発達が気になったら」
 （NHK E テレ https://www.nhk.or.jp/sukusuku/p2019/794.html）
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